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第
１
回
定
例
会

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
は
、

２
月
28
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
の
21

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
市
長
よ
り
、

条
例
案
件
12
件
、
当
初
予
算
９
件
、

補
正
予
算
４
件
、
そ
の
他
案
件
３

件
の
合
計
28
件
、
議
員
よ
り
意
見

書
案
２
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会

で
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
議
案

第
９
号
は
修
正
可
決
、
意
見
書
案

第
２
号
は
否
決
、
そ
の
他
は
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
案
第
３
号
、
議
案
第

９
号
、
議
案
第
13
号
、
議
案
第
16

号
、
議
案
第
19
号
、
意
見
書
案
第

２
号
に
つ
い
て
反
対
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
議
会
運
営
委
員

会
よ
り
、
条
例
案
件
１
件
が
提
出

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
市
長
よ
り
人
事
案
件
２

件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

同
意
案
件

　

市
長
か
ら
の
提
案
に
対
し
、
全

会
一
致
で
異
議
な
し
と
な
り
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

　
　

豊
前
市
大
字
吉
木

　
　
　
　
　
　
　
　

枝
光　

純
子

　

市
長
か
ら
の
提
案
に
対
し
、
全

会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
監
査
委
員

　
　

豊
前
市
大
字
山
内

　
　
　
　
　
　
　
　

初
山　

吉
治

議
案
の
概
要

　この議案は、令和5年度より国民健康保険税の世帯別平等割額を増額するものでしたが、文教厚生委員会
の審査において、委員より「物価上昇等で困窮している国民健康保険加入者の負担軽減を図るため、税負担を
抑えるべき」との意見があり、委員会で修正されました。
　修正内容は、令和5年度の国民健康保険税に限り世帯別平等割額を据え置き又は上げ幅を半分にして、実
質2年かけて世帯別平等割額を上げるものとなっています。

【議案第９号】
豊前市国民健康保険税条例の一部改正についてを修正！！

◎国民健康保険事業については、厳しい状況が続いているが、物価高騰により窮状している市民生活を考慮し、法
定外繰入れなど様々な対策を検討すること。

◎市バス事業については、現状をしっかり把握・検証し、経営改善に努めること。

文教厚生委員会申し入れ事項

◎第６次豊前市総合計画については、10年間の長期的な計画であるため、PDCAサイクルを着実に行い、豊前市の
現状にあった事業を実施し、目標達成に努めること。

総務委員会申し入れ事項

総務委員会　　　　◎黒江哲文〇平田精一・梅丸晃・村上勝二・為藤直美・内丸伸一・岡本清靖
文教厚生委員会　　◎為藤直美〇梅丸晃・村上勝二・秋成英人・郡司掛八千代・鎌田晃二・尾澤満治
産業建設委員会　　◎秋成英人〇福井昌文・梅丸晃・村上勝二・為藤直美・内丸伸一・郡司掛八千代
予算決算委員会　　◎福井昌文〇村上勝二・為藤直美・内丸伸一・秋成英人・郡司掛八千代
　　　　　　　　　 ・黒江哲文・平田精一・鎌田晃二・岡本清靖
議会運営委員会　　◎岡本清靖〇為藤直美・梅丸晃・村上勝二・黒江哲文・鎌田晃二

常任委員会・議会運営委員会の委員名簿
◎……委員長　○……副委員長

以上、申し入れました。
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【意見書案第１号】
要電源在宅障がい児(者)等災害時等非常用
電源整備を求める意見書
　近年、毎年のように自然災害が発生し、多くの方
が被災している中で、常時、人工呼吸器等の電源を
必要とする医療機器を使用する在宅の障がい児
（者）等は、災害等による長時間の停電により電源
を喪失することが生命の危機に直結する。そこで、
長時間の停電時等においても、日常生活を継続す
る上で必要となる非常用電源装置等の整備につい
て、医療依存度の高い障がい児(者)等の在宅支援
の充実を図るための事業の創設及び必要な財源の
確保並びに既に事業を実施している地方自治体へ
の財政措置をするよう国・県へ強く要望しました。

【意見書案第2号】
所得税法第５６条の廃止を求める意見書は、
否決されました！！
　家族従業員の「働き分」について、同じ労働であるに
も関わらず申告の種類によって差を付ける制度の廃止
を求める意見書案は採決の結果、否決となりました。
【賛成討論】
◎小規模家族経営の多くは、事業主と配偶者、その家族
の働きによって支えられている。第56条では、家族従
業者に支払った給料は、必要経費と認められていない
ため意見書案に賛成である。

【反対討論】
◎委員会で質問したが、納得できる明確な答弁がなく、
提案を理解しているのか疑問が残るところがあった。
また、社会環境の変化等を踏まえ、第56条を再検討す
る場合には、特例を定める第57条も併せて見直すべ
きである。国の動向を見ながら調査研究する必要があ
り、時期尚早と考えるため意見書案に反対である。

【議案第29号】
豊前市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について
　この条例は、個人情報の保護に関する法律の改正により、議会がこの法律の規制対象外となることから、議
会が保有する個人情報の適正な取扱いを確保するため、議会運営委員会から提出されました。主な内容は、
豊前市議会が保有する個人情報の開示、訂正及び利用停止の請求に関すること、職務以外での個人情報の提
供、不正手段により個人情報を開示請求した場合の罰則などを定めたものです。

《令和４年度一般会計補正予算の概要》

　国庫補助事業に係る経費について、可決しました。
【議案第2号】　令和４年度豊前市一般会計補正予算（第１０号）

◇出産・子育て応援事業 17,901千円

　国庫補助事業に係る経費について、可決しました。
【議案第２８号】　令和４年度豊前市一般会計補正予算（第１２号）

◇子どものための教育・保育給付費 38,000千円

　国庫補助事業及び県補助事業の確定、その他特に措置する必要がある経費について、可決し
ました。
　《主な事業》

【議案第１７号】　令和４年度豊前市一般会計補正予算（第１１号）

◇退職手当
◇農地集積・集約化対策事業費補助金
◇農村地域防災減災事業

36,214千円
5,172千円
7,000千円
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予算決算委員会申し入れ事項
◎市が各種団体に支出している補助金については、団体の活動状況により見直しは必要だが
　財政状況を理由として一律に削減するのではなく、団体の活動内容や市民ニーズを把握し、
　適切な基準を検討すること。
　以上、申し入れました。

予算決算委員会で
2日間慎重審査

　３月定例会では、１５・１６日の予算決算委員会で「令和５年度一般会計当初予算」の審査
を行いました。予算決算委員会は、予算の細部にわたり市側に質問や指摘などを行い、慎重
に審査を行いました。

令和5年度一般会計当初予算の概要
《一般会計当初予算》　１２1億7，00０万円
　　　　　　　　　　［対前年度▲１億8,660万円（▲１.5％）］

《主な要因》
１．物件費（し尿処理費関連物件費の減）
２．投資的経費（道路新設改良事業等の減）
３．補助費等（豊前市外二町清掃施設組合負担金の増）

▲2億3,197万円
▲1億9,819万円
＋1億9,575万円

一般会計予算
 総額121億7,000万円

令和5年度

R1 R2 R3 R4 R5

一般会計当初予算額の推移

124億2,240万円
123億6,590万円

115億8,910万円

123億5,660万円
121億7,000万円



5

「○」 … 賛成　「●」… 反対　「議長」 … 議長職のため表決に参加しない

村
上
　
勝
二

為
藤
　
直
美

内
丸
　
伸
一

秋
成
　
英
人

郡
司
掛
八
千
代

黒
江
　
哲
文

平
田
　
精
一

福
井
　
昌
文

岡
本
　
清
靖

尾
澤
　
満
治

鎌
田
　
晃
二

梅
丸
　
　
晃

賛
　
成

反
　
対

令和5年3月定例会　議案審議結果

原案
可決
原案
可決
原案
可決
原案
可決

審議
結果

議  案  等  の  名  称

011

令和４年度豊前市一般会計補正予算（第１０号）

豊前市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について

豊前市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部改正について

豊前市国民健康保険条例の一部改正について

豊前市公園の設置及び管理に関する条例の一部改正について

豊前市個人情報保護法施行条例の制定について

豊前市債権管理条例の制定について

指定管理者の指定について（豊前市関係人口交流拠点施設）議　案
第1号

011

豊前市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
改正について

豊前市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部改正について

豊前市重度障害者医療費の支給に関する条例の一部改正について

豊前市国民健康保険税条例の一部改正について

議　案
第2号

110議　案
第3号

011議　案
第4号

011議　案
第5号

011議　案
第6号

011議　案
第7号

011議　案
第8号

110議　案
第9号

011議　案
第10号

豊前市立多目的文化交流センターの設置及び管理運営に関する条例の一部
改正について

豊前市環境センター設置条例の廃止について

011議　案
第11号

原案
可決

原案
可決

原案
可決

修正
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

011議　案
第12号

原案
可決 110議　案

第13号
原案
可決 011議　案

第14号

辺地総合整備計画の策定について
原案
可決 011議　案

第15号

豊前市総合計画基本構想及び前期基本計画の策定について
原案
可決 110議　案

第16号

令和４年度豊前市一般会計補正予算（第１１号）
原案
可決 011

議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長

議　案
第17号

令和４年度豊前市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）
原案
可決 011議

長
議　案
第18号

令和５年度豊前市一般会計予算 原案
可決 110議

長
議　案
第19号

令和５年度豊前市国民健康保険事業特別会計予算
原案
可決 011議

長
議　案
第20号

令和５年度豊前市後期高齢者医療事業特別会計予算 原案
可決 011議

長
議　案
第21号

令和５年度豊前市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

令和５年度豊前市公共下水道事業会計予算

令和５年度豊前市東部地区工業用水道事業会計予算

令和４年度豊前市一般会計補正予算（第１２号）

豊前市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について

要電源在宅障がい児（者）等災害時等非常用電源整備を求める意見書につい
て

所得税法第５６条の廃止を求める意見書について

豊前市監査委員の選任について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

原案
可決 011議

長
議　案
第22号

令和５年度豊前市営駐車場事業特別会計予算 原案
可決 011議

長
議　案
第23号

令和５年度豊前市バス事業特別会計予算 原案
可決
原案
可決
原案
可決
原案
可決
原案
可決
原案
可決
原案
可決
原案
否決

異議
なし

011議
長

議　案
第24号

令和５年度豊前市水道事業会計予算

同意

011

011

011

011

011

011

65

011

011

議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長

議　案
第25号
議　案
第26号
議　案
第27号
議　案
第28号
議　案
第29号
意見書案
第1号
意見書案
第2号
同意案
第1号
諮　問
第1号

議案
番号

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○●○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○●○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○●○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○●○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○●○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○●●●●○●●○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○
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『
平
成
会
』
の
一
般
質
問

一
般
質
問

福井　昌文鎌田　晃二

平田　精一 黒江　哲文

秋成　英人内丸　伸一

就
労
支
援
に
つ
い
て

秋
成
議
員
　
就
労
支
援
に
つ

い
て
は
、こ
れ
ま
で
豊
前
市
と

し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行

い
、豊
前
市
内
へ
の
就
職
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
き
た
と
思
う
が
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
就
職
活
動

の
あ
り
方
、学
生
や
若
者
の
働

き
方
も
変
化
し
て
い
る
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
５
月
８

日
以
降
、感
染
症
法
上
の
分
類

が
下
が
る
が
、す
ぐ
に
無
く
な

る
わ
け
で
は
な
い
。社
会
経
済

活
動
も
コ
ロ
ナ
以
前
に
戻
る

わ
け
で
は
な
い
が
、コ
ロ
ナ
禍

の
副
産
物
と
も
い
え
る
デ
ジ

タ
ル
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
い

も
の
が
あ
り
、デ
ジ
タ
ル
を
活

用
し
た
就
職
活
動
な
ど
が
大

き
く
前
進
し
た
。福
岡
県
の

事
業
に
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
ウ
ェ
ブ
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
制
度

が
あ
り
、上
手
く
利
用
す
れ

ば
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
な
る

と
思
う
が
、企
業
側
の
準
備

や
業
種
等
の
問
題
に
よ
り
、受

け
入
れ
体
制
が
整
っ
て
い
る

の
は
数
社
で
あ
る
。し
か
し
、

困
難
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、市

内
の
企
業
に
支
援
を
行
い
、導

入
企
業
を
増
や
す
こ
と
が
他

の
自
治
体
よ
り
も
抜
き
ん
で

る
、差
別
化
を
図
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
、今
後
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
の
か
、市
長
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

市
長
　
コ
ロ
ナ
禍
で
何
を
学
ん

だ
か
が
我
々
の
大
き
な
テ
ー
マ

と
な
っ
て
お
り
、急
速
に
進
展

し
た
デ
ジ
タ
ル
化
が
新
し
い

ペ
ー
ジ
を
開
く
チ
ャ
ン
ス
で
も

あ
る
。デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
た
就

職
支
援
に
つ
い
て
は
、各
企
業

が
参
加
で
き
る
よ
う
情
報
提

供
・
技
術
提
供
が
重
要
だ
が
、

今
の
体
制
で
は
難
し
い
。現

在
、市
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
設
計

図
を
作
っ
て
お
り
、企
業
へ
ど

の
よ
う
な
情
報
を
提
供
す
れ

ば
よ
い
の
か
、Ｉ
Ｔ
関
係
の
企

業
誘
致
も
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

秋
成
議
員
　
就
職
支
援
の
目

的
に
つ
い
て
は
、人
口
減
少
・

高
齢
化
が
進
む
豊
前
市
に
若

い
方
々
を
呼
び
込
み
、納
税
も

含
め
た
活
力
や
次
世
代
へ
の

人
口
対
策
に
つ
な
が
り
、加
え

て
就
労
支
援
を
強
化
す
る
こ

と
は
、生
活
困
窮
者
へ
の
対
策

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。生

活
困
窮
者
の
抱
え
る
問
題
は

複
雑
で
あ
り
、一
概
に
は
言
え

な
い
が
、対
人
関
係
を
築
く
こ

と
が
難
し
く
、引
き
こ
も
り

状
態
に
な
り
、社
会
復
帰
が
進

ま
な
い
と
い
う
こ
と
を
耳
に

す
る
こ
と
が
あ
る
。福
岡
県
で

は
来
年
度
か
ら
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
仮
想
空
間
を
利

用
す
る
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用

し
た
就
労
支
援
を
行
う
と
聞

い
て
い
る
。豊
前
市
も
い
ち
早

く
取
り
組
み
、生
活
困
窮
者
や

引
き
こ
も
り
の
方
々
の
対
策

も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
、市
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
、ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
聞
き
た
い
。

市
長
　
今
の
社
会
で
は
受
け

入
れ
ら
れ
に
く
い
方
々
の
社
会

参
加
は
非
常
に
大
き
な
パ

ワ
ー
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

県
の
取
り
組
み
を
期
待
し
な

が
ら
注
視
し
、市
と
し
て
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

秋
成
議
員
　
新
し
い
や
り
方

を
し
っ
か
り
研
究
し
て
、他
の

自
治
体
に
出
し
抜
か
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、積
極
的
な
取

り
組
み
を
お
願
い
す
る
。

市議会会議録はこちらから

豊前市議会

【
質
問
項
目
】

（
秋
成
英
人
議
員
）

 

① 

就
労
支
援 

② 

マ
ス
ク
着
用
指
針（
学
生
）

 

③ 

保
育
園（
オ
ム
ツ
の
問
題
）

 

④ 

い
じ
め
防
止
対
策 

⑤ 

観
光
資
源

（
内
丸
伸
一
議
員
）

 

⑥ 

市
政
の
取
組
み

（
鎌
田
晃
二
議
員
）

 

⑦ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成

 

⑧ 

子
ど
も
の
目
の
健
康

 

⑨ 

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

 

⑩ 

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
に
対
す
る
教
育
支
援

※

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る

質
問
の
や
り
取
り
は
、

ご
く
一
部
で
す
。

※

文
末
の
表
記
に
つ
い
て

は
、実
際
の
や
り
取
り

と
は
異
な
り
、「
で
す
・

ま
す
調
」で
は
な
く
、

「
だ
・
で
あ
る
調
」に
統

一
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全

文
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、そ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、議
会
事
務
局
及

び
総
務
課
に
会
議
録
を

置
い
て
お
り
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
閲
覧

く
だ
さ
い
。

そ
こ
が
聞
き
た
い

な
ん
と
か
し
た
い
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市
政
の
取
組
み
に
つ
い
て

内
丸
議
員
　
ま
ず
、先
月
の
宇

島
の
火
災
で
被
害
に
遭
わ
れ

た
皆
様
に
、心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
。こ
の
火
災
は
、

住
宅
密
集
地
の
う
え
、狭
い
路

地
で
の
発
生
な
ど
悪
条
件
が

重
な
り
、被
害
が
拡
大
し
た

が
、住
宅
密
集
地
で
の
火
災
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
や
消
火

訓
練
の
実
施
、新
た
な
防
災
計

画
を
策
定
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
火
災
現
場
で
の

適
切
、迅
速
な
消
火
活
動
に

は
、火
災
現
場
で
の
消
防
本
部

と
消
防
団
の
連
携
強
化
が
非

常
に
重
要
と
考
え
て
お
り
、平

常
時
か
ら
様
々
な
水
利
を
想

定
し
た
中
継
訓
練
を
合
同
で

実
施
し
て
い
る
。新
た
な
防
災

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、地

区
の
実
情
に
則
し
、自
主
防
災

組
織
の
見
直
し
及
び
設
置
の

促
進
と
併
せ
て
、地
区
防
災
計

画
の
策
定
を
地
域
と
連
携
し

進
め
て
い
る
。具
体
的
な
訓
練

あ
る
い
は
避
難
誘
導
な
ど
に
つ

い
て
は
、地
域
の
中
で
協
議
を

し
て
い
た
だ
き
、消
防
団
、防

災
士
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

訓
練
等
の
実
施
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

内
丸
議
員
　
こ
の
火
災
で
は
、

消
火
活
動
中
に
消
火
栓
の
水

が
枯
渇
す
る
事
案
が
発
生
し

た
。消
火
の
た
め
の
放
水
が
長

時
間
に
な
り
、ま
た
家
庭
で
の

食
事
や
入
浴
の
時
間
と
重

な
っ
た
た
め
だ
が
、再
発
防
止

策
と
し
て
住
宅
密
集
地
の
防

火
水
槽
の
増
設
や
上
下
水
道

課
と
連
絡
を
取
り
合
い
、断
水

し
な
い
よ
う
対
策
を
取
っ
て
い

た
だ
き
た
い
が
、い
か
が
か
。

総
務
課
長
　
宇
島
、八
屋
、三

毛
門
の
一
部
で
、水
道
水
が
出

に
く
い
状
況
が
発
生
し
、市
役

所
に
問
合
せ
が
多
数
寄
せ
ら

れ
、防
災
ラ
ジ
オ
で
状
況
を
お

知
ら
せ
し
た
。普
段
の
火
災
で

も
、上
下
水
道
課
と
情
報
共
有

を
図
っ
て
い
る
が
、今
後
は
多

く
の
消
化
栓
を
利
用
す
る
場

合
、防
災
、水
道
双
方
の
担
当

職
員
が
現
場
に
参
集
し
、適
切

な
対
応
を
協
議
す
る
な
ど
、更

な
る
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
。防
火
水
槽
等
は
、地
区
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

内
丸
議
員
　
市
民
の
生
命・財

産
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
、

し
っ
か
り
と
対
策
を
取
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。続
い
て
、都
市

計
画
道
路
に
つ
い
て
、市
丸
か

ら
上
町
団
地
入
り
口
ま
で
延

び
る
市
道
は
、上
町
団
地
入
り

口
よ
り
先
は
工
事
着
工
の
目

途
も
立
っ
て
な
い
。地
域
か
ら

早
期
の
道
路
延
長
を
望
む
声

が
あ
が
っ
て
い
る
が
、今
後
ど

う
す
る
の
か
。

市
長
　
交
通
安
全
上
も
こ
れ

で
い
い
の
か
、と
い
う
声
は
私

た
ち
も
認
識
し
て
い
る
。お
金

さ
え
あ
れ
ば
取
り
組
み
た
い
と

い
う
気
持
ち
は
あ
る
。こ
こ
に

計
画
ど
お
り
道
路
を
延
ば
せ

ば
莫
大
な
資
金
が
必
要
に
な

る
が
、特
に
学
校
再
編
と
い
う

超
大
型
の
事
業
を
控
え
て
お

り
、そ
れ
を
や
る
体
力
が
な
い
。

こ
の
道
も
市
道
を
県
道
に
振
り

替
え
て
、県
の
力
で
や
れ
た
道

路
の
延
長
で
あ
る
。な
ん
と
か

そ
う
い
う
力
も
取
り
込
み
な

が
ら
、取
り
組
ん
で
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
る
。

内
丸
議
員
　
ぜ
ひ
市
長
を
は

じ
め
皆
さ
ん
の
力
、知
恵
を
出

し
合
っ
て
、早
期
に
対
策
で
き

る
よ
う
、し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
つ
い
て

鎌
田
議
員
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
助
成
に
つ
い
て
、

以
前
、秋
成
議
員
が
質
問
し

た
が
、公
明
党
も
助
成
を
推

進
し
て
お
り
、検
討
の
結
果
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
を
聞
き
た
い
。

健
康
長
寿
推
進
課
長
　
再

度
、豊
前
築
上
医
師
会
へ
確
認

し
た
が
、「
副
反
応
が
強
い
こ

と
か
ら
現
時
点
に
お
い
て
も

助
成
を
行
う
こ
と
は
控
え
、今

後
の
国
の
動
向
を
確
認
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
」

と
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。ま

た
、接
種
費
用
が
高
額
で
あ
る

た
め
、市
の
単
独
助
成
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

鎌
田
議
員
　
少
し
ず
つ
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
認
知

度
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、市

民
か
ら
も
相
談
を
受
け
た
こ

と
が
あ
り
、病
に
な
っ
て
か
ら

治
療
す
る
の
で
は
な
く
、未

然
に
防
げ
る
こ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
大
事
だ
と
思
う
。こ

の
ワ
ク
チ
ン
は
、日
本
で
は
厚

生
労
働
省
に
よ
り
、２
０
１
６

年
３
月
に
生
ワ
ク
チ
ン
と
い

わ
れ
る
水
痘
症
ワ
ク
チ
ン
が

50
歳
以
上
の
者
に
対
す
る
帯

状
疱
疹
の
予
防
と
し
て
効

能
・
効
果
が
追
記
さ
れ
た
。こ

れ
に
比
べ
２
０
２
０
年
に
使

用
開
始
と
な
っ
た
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
の
シ
ン
グ
リ
ッ
ク
ス
は

予
防
効
果
が
高
い
上
に
予
防

期
間
が
長
く
、が
ん
や
膠
原
病

の
免
疫
が
低
下
し
て
い
る
人

で
も
接
種
で
き
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。ま
だ
、帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
知
ら
な
い
方
も
多
く
い
る

と
思
う
が
、市
民
に
対
し
ワ
ク

チ
ン
の
周
知
と
接
種
を
推
進

す
る
気
持
ち
は
あ
る
の
か
。

健
康
長
寿
推
進
課
長
　
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
啓
発
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

鎌
田
議
員
　
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
は
生
ワ
ク
チ
ン
で
１
回
８

千
円
、不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
１

回
が
２
万
２
千
円
程
度
と
高

額
で
あ
り
、２
回
受
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

他
の
自
治
体
は
接
種
費
用
の

助
成
を
開
始
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。副
反
応
が
強
い
の
で

助
成
は
控
え
る
と
の
事
だ
が
、

生
ワ
ク
チ
ン
は
不
活
化
ワ
ク

チ
ン
程
長
期
の
有
効
性
は
な

い
が
、副
反
応
が
少
な
い
。こ

の
よ
う
な
情
報
を
提
供
す
れ

ば
、接
種
希
望
者
も
現
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。こ
の
情
報
提
供

も
含
め
て
、一
部
助
成
や
年
の

助
成
限
度
額
を
決
め
る
な
ど

し
て
、ま
ず
は
や
っ
て
み
る
こ

と
も
よ
い
と
思
う
が
、市
長
に

聞
く
。

市
長
　
帯
状
疱
疹
と
い
う
の

は
命
に
か
か
わ
る
病
気
と
の
認

識
を
し
て
い
る
。市
と
し
て
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
い
っ
た
科
学

的
な
対
応
だ
け
で
は
な
く
、健

康
づ
く
り
と
い
う
意
味
で
免

疫
力
を
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
な
暮

ら
し
方
も
同
時
に
情
報
提
供

し
な
が
ら
、接
種
希
望
者
に
対

す
る
助
成
に
つ
い
て
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か
が
こ
れ
か
ら
の

課
題
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

鎌
田
議
員
　
ま
ず
は
市
民
の

方
に
周
知
し
、こ
の
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
情
報
提
供
を
し
た

上
で
、限
度
額
を
設
け
る
な
ど

市
と
し
て
可
能
な
範
囲
の
助

成
を
検
討
す
る
よ
う
お
願
い

す
る
。
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梅
丸
議
員
　
以
前
、持
続
可
能

な
新
た
な
移
動
手
段
、地
域
で

支
え
合
う
生
活
交
通
の
在
り

方
に
つ
い
て
、各
自
治
会
の
高

齢
者
移
動
手
段
確
保
の
た
め

に
、地
域
づ
く
り
協
議
会
の
中

で
運
営
の
取
組
を
検
討
し
て

頂
き
、行
政
が
車
両
や
保
険
・

維
持
管
理
の
補
助
を
後
押
し

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
と

提
案
を
し
た
。丸
２
年
の
月
日

が
流
れ
た
が
、各
地
域
づ
く
り

協
議
会
か
ら
、ど
の
よ
う
な
回

答
が
あ
っ
た
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
こ
の
２
年

間
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
自
体

が
停
滞
し
て
い
る
が
、ど
の
協

議
会
か
ら
も
地
域
の
将
来
を

見
据
え
た
課
題
と
し
て
協
議
を

継
続
す
る
た
め
、市
に
対
し
て

情
報
提
供
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

ま
た
、協
議
で
出
た
課
題
や
提

案
等
を
関
係
部
署
と
情
報
共

有
す
る
こ
と
で
全
庁
的
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

梅
丸
議
員
　
全
国
様
々
な
や

り
方
で
高
齢
者
の
移
動
支
援

を
行
っ
て
お
り
、例
え
ば
、公

民
館
が
地
区
の
利
用
者
の
窓

口
と
な
り
、運
転
手
を
地
区
か

ら
探
し
、車
両
を
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
借
り
れ
ば
、窓
口
と

運
転
手
と
車
両
、３
つ
の
条
件

が
揃
う
が
、執
行
部
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

生
涯
学
習
課
長
　
年
間
を
通

し
た
移
動
支
援
は
な
い
が
、協

議
会
が
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
で

関
係
部
署
と
協
議
し
市
バ
ス

を
活
用
し
た
。ま
た
、市
バ
ス
を

有
効
利
用
す
る
た
め
の
勉
強

会
を
検
討
し
て
い
る
協
議
会
や

地
域
住
民
の
買
い
物
ツ
ア
ー
を

企
画
し
て
い
る
協
議
会
も
あ

り
、関
係
部
署
と
情
報
を
共
有

し
て
い
る
。

梅
丸
議
員
　
移
動
販
売
車
に

よ
る
買
い
物
支
援
に
つ
い
て
、

市
内
で
買
物
弱
者
対
策
と
し

て
立
ち
上
げ
た
こ
の
事
業
を

間
接
的
に
で
も
応
援
し
、持
続

化
可
能
な
事
業
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。例
え
ば
各
公
民

館
敷
地
内
で
の
販
売
や
区
民
へ

の
周
知
、情
報
提
供
、買
い
物

代
行
や
配
達
の
充
実
な
ど
、市

や
社
協
と
連
携
し
な
が
ら
買

物
弱
者
対
策
が
で
き
な
い
か
、

執
行
部
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

健
康
長
寿
推
進
課
長
　
移
動

販
売
の
事
業
継
続
に
は
、顧
客

単
価
を
上
げ
る
必
要
が
あ
り
、

支
援
を
要
望
す
る
方
の
情
報

共
有
や
連
携
も
重
要
だ
と
考

え
る
。地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
持
続
可
能
な
社
会
資
源
で

あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、関
係

機
関
と
情
報
共
有
を
密
に
行

い
、協
議
や
調
整
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

梅
丸
議
員
　
行
き
当
た
り

ば
っ
た
り
で
課
題
を
解
決
す

る
の
で
は
な
く
、未
来
を
予
測

し
て
準
備
を
し
て
お
く
と

い
っ
た
課
題
解
決
型
の
地
区
、

そ
し
て
事
業
を
育
て
公
助
と

し
て
支
え
て
い
く
、行
政
体
制

へ
と
変
化
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
望
む
。

【
質
問
項
目
】

（
村
上
勝
二
議
員
）

 

① 

市
民
生
活
を
破
壊
す
る

　

  

岸
田
大
軍
拡
・
大
増
税

 

② 

市
民
生
活
に
か
か
わ
る

　

  

い
く
つ
か
の
課
題

③ 

人
口
減
少
化
で
の
暮
ら
し
を

　

  

保
障
す
る
地
域
づ
く
り
を

【
質
問
項
目
】

（
岡
本
清
靖
議
員
）

 

① 

市
民
体
育
館

 

② 

観
光

 

③ 

一
次
産
業

【
質
問
項
目
】

（
梅
丸
晃
議
員
）

 

① 

買
い
物
弱
者

【
質
問
項
目
】

（
為
藤
直
美
議
員
）

 

① 

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

　
  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

※

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
質
問
の
や
り

取
り
は
、ご
く
一
部
で
す
。

※

文
末
の
表
記
に
つ
い
て
は
、実
際
の
や

り
取
り
と
は
異
な
り
、「
で
す
・
ま
す

調
」で
は
な
く
、「
だ・で
あ
る
調
」に
統

一
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、議
会
事
務
局
及
び
総
務
課
に
会

議
録
を
置
い
て
お
り
ま
す
の
で
、お
気

軽
に
ご
閲
覧
く
だ
さ
い
。

市議会会議録はこちらから

豊前市議会

『
無
会
派
』の一般
質
問

一
般
質
問

そ
こ
が
聞
き
た
い

な
ん
と
か
し
た
い

梅丸　晃

買
い
物
弱
者
に
つ
い
て
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為
藤
議
員
　
市
報
に
、「
誰
一

人
残
さ
な
い
持
続
可
能
な
社

会
」を
実
現
す
る
世
界
共
通
目

標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、17
あ
る

目
標
を
、地
域
の
視
点
で
取
組

事
例
を
紹
介
し
て
い
る
が
、そ

の
成
果
と
今
後
の
取
組
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

総
合
政
策
課
長
　
市
報
の
１

ペ
ー
ジ
を
使
い
17
の
目
標
と
世

界
や
日
本
で
の
現
状
、市
の
取

組
、一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
、

考
え
る
こ
と
を
掲
載
し
て
い

る
。今
後
も
、市
民
の
皆
様
に

日
常
生
活
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視

点
を
持
っ
て
も
ら
い
、具
体
的

に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
機

会
や
情
報
を
提
供
し
て
い
き

た
い
。ま
た
市
の
施
策
や
事
業

も
全
て
関
連
性
が
あ
る
と
思

う
の
で
、ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら

企
業
に
も
地
域
貢
献
を
し
て

も
ら
う
取
組
へ
と
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

為
藤
議
員
　
次
に
、生
き
が
い

を
も
っ
て
学
べ
る
ま
ち
づ
く
り

ど
更
な
る
歳
出
が
見
込
ま
れ
て

お
り
、限
ら
れ
た
予
算
の
中
で

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
は
、事
務
事
業
の
大
幅
な
見

直
し
に
よ
る
経
費
の
削
減
や
、

自
主
財
源
を
増
や
す
こ
と
な

ど
財
源
確
保
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。引
き
続
き
、行
財

政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
を
推
進

し
て
持
続
可
能
な
財
政
運
営

に
努
め
た
い
。

為
藤
議
員
　
課
題
解
決
と
来

年
度
に
向
け
た
計
画
、目
標
の

策
定
、目
標
値
を
設
定
し
達
成

す
る
た
め
の
方
法
、P
D
C
A

サ
イ
ク
ル（
計
画
・
実
行
・
評

価
・
改
善
）を
し
っ
か
り
と
実

施
し
、豊
前
市
を
元
気
に
、そ

し
て
未
来
に
つ
な
ぐ
明
る
い

地
域
を
共
に
つ
く
れ
る
よ
う

お
願
い
す
る
。

に
つ
い
て
、学
校
教
育
の
充

実
・
整
備
や
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

学
校
教
育
課
長
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
児
童
・

生
徒
に
一
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
急
速
に
進
展
す

る
社
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
対
応

す
べ
く
学
習
に
取
り
組
ん
で
い

る
。今
後
、再
編
後
の
学
校
に

お
い
て
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
し
て

幅
広
い
教
員
組
織
と
な
る
こ
と

で
、教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導

力
が
向
上
し
、児
童
・
生
徒
の

情
報
活
用
能
力
の
更
な
る
向

上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
。

為
藤
議
員
　
学
校
で
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
学
習
は
行
っ
て
い
る
の

か
。

学
校
教
育
課
長
　
学
校
で
は
、

社
会
科
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
つ
い

て
も
勉
強
し
て
い
る
。

為
藤
議
員
　
健
全
な
行
財
政

運
営
や
財
政
健
全
化
の
取
組

と
成
果
、持
続
可
能
な
目
標
の

重
要
点
や
次
年
度
の
課
題
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

財
務
課
長
　
人
口
減
少
に
よ

る
税
収
の
減
、高
齢
化
に
よ
る

社
会
保
障
の
増
、学
校
再
編
な

村
上
議
員
　
令
和
２
年
１
月

に
稼
働
し
た
豊
前
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
は
、海
外
か
ら
の
木

質
ペ
レ
ッ
ト
や
パ
ー
ム
椰
子
殻

を
燃
料
に
発
電
し
て
い
る
。そ

れ
は
、中
津
港
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

で
運
搬
し
て
い
る
が
、暫
定
措

置
と
さ
れ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク

で
の
燃
料
輸
送
は
い
つ
ま
で

続
く
の
か
。ま
た
、大
型
ト

ラ
ッ
ク
等
の
往
来
が
多
い
た

め
、旧
10
号
線
の
交
通
騒
音
と

発
電
所
か
ら
出
る
唸
り
音
や

波
打
つ
よ
う
な
低
周
波
音
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た

苦
情
を
聞
く
。稼
働
当
初
、対

策
と
し
て
サ
イ
レ
ン
サ
ー
を

付
け
た
が
、い
ま
だ
不
眠
や
体

の
不
調
を
訴
え
る
方
が
い
る

よ
う
だ
が
、市
と
会
社
の
対
応

を
、お
聞
き
す
る
。

生
活
環
境
課
長
　
当
初
、宇
島

港
ま
で
船
で
の
運
搬
を
計
画
し

て
い
た
が
大
型
船
が
入
る
深
さ

が
な
い
た
め
、こ
れ
か
ら
も
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
は
続
く
と
思
う
。

騒
音
に
つ
い
て
は
、１
年
に
１

回
、旧
10
号
線
の
騒
音
測
定
を

し
て
い
る
が
基
準
の
範
囲
内

だ
っ
た
が
、道
路
の
段
差
や
信

号
待
ち
で
発
進
す
る
場
合
に

音
が
大
き
く
な
る
。低
周
波
音

に
つ
い
て
は
、感
じ
方
に
個
人

差
が
あ
り
対
策
の
難
し
さ
が
あ

る
。会
社
と
は
情
報
共
有
を
図

り
な
が
ら
対
策
を
と
り
、地
域

の
方
や
区
長
さ
ん
に
も
状
況
を

聞
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

村
上
議
員
　
低
周
波
音
測
定

方
法
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
く
対
応
を
お
願
い
す
る
。

　
次
に
、市
が
出
資
し
て
い
る

第
３
セ
ク
タ
ー
豊
前
開
発
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
役

員
が
、県
の
許
可
証
を
偽
造
、

逮
捕
さ
れ
た
問
題
で
、関
係
者

の
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る
。市

議
会
で
は
特
別
委
員
会
を
設

置
し
調
査
を
し
て
い
る
が
、警

察
の
取
り
調
べ
を
理
由
に
会

社
関
係
者
へ
の
参
考
人
招
致

の
欠
席
、現
地
調
査
の
申
し
入

れ
も
調
整
中
と
の
返
事
で
進

展
し
て
い
な
い
。被
害
者
と
し

て
、市
は
現
状
を
ど
う
見
て
い

る
の
か
。

市
長
　
３
月
２
日
に
有
罪
と

い
う
地
裁
の
判
決
が
出
て
い
る

が
、今
の
と
こ
ろ
市
が
得
た
資

料
は
ご
く
僅
か
で
、資
料
等
が

警
察
に
押
収
さ
れ
説
明
が
で

き
な
い
。今
後
の
状
況
を
見
極

め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

村
上
議
員
　
こ
れ
ま
で
の
経

過
で
市
が
依
頼
し
て
い
る
弁

護
士
の
対
応
を
、お
聞
き
す

る
。

総
合
政
策
課
長
　
会
社
に
は

株
主
総
会
や
取
締
役
会
の
会

議
録
、そ
の
他
決
算
に
関
す
る

詳
細
な
書
類
等
に
つ
い
て
提
出

依
頼
を
し
て
い
る
が
、刑
事
事

件
の
た
め
書
類
が
警
察
に
押

収
さ
れ
、な
か
な
か
対
応
が
で

き
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。

村
上
議
員
　
前
に
進
ん
で
い

な
い
状
況
だ
。市
は
、市
民
に

対
し
て
説
明
責
任
を
果
た
す

こ
と
だ
。議
会
と
し
て
も
、引

き
続
き
追
及
し
て
い
く
立
場

だ
。

為藤　直美

村上　勝二

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

市
民
生
活
に
か
か
わ
る

い
く
つ
か
の
課
題
に
つ
い
て
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　特別委員会は、豊前市が出資している第３セクター「豊前開発環境エネルギー株式会社」役
員が有印文書偽造により逮捕された事件について、会社の事業内容や事件発生の経緯を調査
するものです。委員会の内容は、以下のとおりです。

第8回（3月20日開催）
　執行部より、有印文書偽造等で起訴された役員の公判及び判決の内容が説明されました。
また、判決が確定したことにより、押収資料が返還されるので、要求している文書の提出及び
株主総会を求めていくことも合わせて説明を受けました。委員からは、出資金回収の可否につ
いて、会社は株主総会を早期に開催し説明責任を果たすべき、裁判終了後の委員会の目的に
ついてなどの意見・質問が出されました。
・現在、会社に依頼している申し入れの回答を求め、回答の内容で今後の対応を判断するこ
と。
・執行部に、株主総会の早期開催を会社に依頼すること、弁護士と相談し、告訴を含めた今後
の対応を検討すること。
　以上２点を確認しました。

豊前開発環境エネルギー株式会社調査特別委員会の経過報告

一
次
産
業
に
つ
い
て

岡
本
議
員
　
こ
れ
か
ら
の
一

次
産
業
を
ど
う
守
り
、ど
う

続
け
て
い
く
か
が
、今
の
課
題

だ
と
思
う
。そ
こ
で
、現
在
の

新
規
就
農
者
が
何
名
い
る
か

お
尋
ね
す
る
。

農
林
水
産
課
長
　
令
和
４
年

度
で
は
１
件
、過
去
３
年
間
で

は
、令
和
２
年
度
は
０
件
、令

和
３
年
度
は
２
件
で
あ
る
。

岡
本
議
員
　
１
年
で
１
人
か

２
人
で
は
少
な
い
気
が
す
る
。

新
規
就
農
資
金
、交
付
期
間

と
金
額
は
分
か
る
か
。

農
林
水
産
課
長
　
令
和
４
年

度
か
ら
新
規
就
農
者
育
成
総

合
対
策
事
業
に
変
わ
っ
て
お

り
、交
付
期
間
は
、最
長
３
年

間
、年
間
１
５
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。ま
た
夫
婦
型
は
、２

２
５
万
円
の
支
援
と
な
っ
て
い

る
。

岡
本
議
員
　
最
終
的
に
、こ
の

新
規
就
農
者
は
、担
い
手
と
し

て
育
っ
て
い
る
の
か
。

農
林
水
産
課
長
　
新
規
就
農

を
経
て
認
定
農
業
者
と
な
り
、

市
の
農
業
の
一
翼
を
担
っ
て
い

る
方
も
い
る
の
で
、担
い
手
の

創
出
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と

感
じ
て
い
る
。

岡
本
議
員
　
次
に
林
業
に
つ

い
て
、森
林
環
境
税
、森
林
環

境
譲
与
税
の
配
分
だ
が
、２
０

１
９
年
か
ら
２
１
年
ま
で
に
、

約
８
４
０
億
円
で
、こ
の
46

パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
の
使
い

道
が
定
ま
っ
て
い
な
い
と
い

う
デ
ー
タ
が
出
て
い
た
。こ
れ

は
貯
金
に
で
き
る
の
か
、次
の

年
度
に
回
せ
る
の
か
。

農
林
水
産
課
長
　
森
林
環
境

譲
与
税
の
目
的
は
、間
伐
、人

材
育
成
、担
い
手
の
確
保
、木

材
利
用
促
進
、普
及
・
啓
発
な

ど
、森
林
環
境
税
に
比
べ
る
と

使
い
道
の
幅
が
広
く
な
っ
て
い

る
。ま
た
、基
金
の
積
立
て
も

可
能
で
あ
る
。

岡
本
議
員
　
以
前
、放
置
竹
林

の
関
係
を
森
林
環
境
税
で
ど

う
に
か
で
き
な
い
か
と
質
問

し
た
が
、放
置
竹
林
に
対
し
て

森
林
環
境
税
を
利
用
で
き
る

の
か
。

農
林
水
産
課
長
　
令
和
５
年

４
月
か
ら
放
置
竹
林
の
整
備

に
対
し
て
も
、森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
、市

の
要
綱
を
整
備
し
た
。

岡
本
議
員
　
前
向
き
に
頑

張
っ
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。漁
業
の
ほ
う
で
、組
合
員

の
人
数
が
分
か
る
か
。

農
林
水
産
課
長
　
宇
島
・
八

屋
・
松
江
浦
の
３
支
所
を
合
わ

せ
て
、組
合
員
が
82
名
、準
組

合
員
が
30
名
、計
１
１
２
名
で

あ
る
。

岡
本
議
員
　
準
組
合
員
と
は
、

ど
う
い
う
方
か
。

農
林
水
産
課
長
　
準
組
合
員

は
、将
来
漁
師
に
な
り
た
い
強

い
意
志
の
あ
る
方
を
資
格
審

査
し
て
、認
定
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

岡
本
議
員
　
準
組
合
員
の
方

が
早
く
組
合
員
に
な
っ
て
、豊

築
漁
業
を
守
っ
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
。漁
業
の
ほ
う
も
担
い

手
で
あ
る
若
手
が
少
な
く

な
っ
て
お
り
、そ
う
し
た
人
た

ち
の
支
援
も
必
要
だ
と
思
う

の
で
、前
向
き
の
気
持
ち
で
、

漁
業
も
支
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

岡本　清靖
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議長
尾澤　満治

副議長
郡司掛　八千代

議会からのお知らせ
議事運営上

議長・副議長は、原則として一般質問を行いません。

新型コロナウイルス対策特別委員会の経過報告
　特別委員会は、３月２０日に開催され、執行部より、感染状況・新型コロナウイルスワクチン接種・今後の対応
等について説明がありました。また委員からもいろいろな意見がありました。主なものは以下のとおりです。 

◎新型コロナワクチン接種率

◎新型コロナウイルス感染症に関する今後の対応（５月８日以降）等について

◎委員より出た意見
〇ワクチン接種は減少している。ワクチンは公費負担であり有効期限もあるため、在庫や今後発注
　する分について、ムダにならないようお願いする。
〇今後のワクチン接種について、集団接種か個別接種かを医師会とよく相談して周辺自治体に後れ
　を取らないようお願いする。
〇県実施のヤルディぶぜんで行われている抗原検査は、3月31日で終わるということか。
　※3月31日で終了しました。

・感染症法上の位置付け
・行動制限
・基本的な感染対策
 
・特例臨時接種
・接種対象者
・追加接種スケジュール

・接種のやり方
・ワクチン費用

2種から5類へ変更（令和5年5月8日～）
行動制限できない
マスク着用は、屋内、屋外を問わず、個人判断に委ねることを基本とする
今後も引き続き「三密の回避」「手洗い等の手指衛生」「換気」等の実施
令和6年3月31日まで1年間延長
6ヵ月以上の全ての者（オミクロン株対応2価ワクチンは5歳以上）
9月～12月に1回接種を行う（追加接種可能な全ての年齢の者）
5月～8月に前倒して、さらに１回接種を行う［重症化リスクが高い者（高
齢者や基礎疾患の方）］
豊前・築上医師会と協議中
自己負担なし

（3月15日現在）

1回目豊前市 2回目 3回目
９９．０６％

８９．２２％

９１．８８％

８３．４２％

７４．２２％

２２．５８％

３．２４％

８２．５７％

９８．６１％

８９．１９％

９１．７２％

８２．８９％

７３．８２％

２１．８１％

２．９７％

８２．２１％

９５．８８％

８６．６５％

８４．２０％

６３．４５％

４１．０４％

９．３４％

２．１６％

７１．４６％

4回目
８６．４０％

７３．８６％

２７．２６％

８．５０％

０％

０％

０％

３７．３４％

オミクロン株
８５．９８％

７６．８３％

６１．０８％

３２．４３％

２５．０６％

０％

０％

５２．６２％

75歳以上

65～74歳

50～64歳

18～49歳

12～17歳

5～11歳

0～4歳

合　計  



　令和５年３月２５日に、地方創生事業「おしごとパレット」
キックオフシンポジウムと「ハレノヒ」事業実施報告会がありま
した。
　「おしごとパレット」は、高齢者や子育て中など働きたくても
働けない方 と々人手不足の事業所をつなぐサービスです。この
サービスにより、事業者の課題解決と同時に、働く場の提供で
地域に貢献することを目指します。
　「ハレノヒ」事業は、豊前市に少しでも関わりを持つすべての
人（＝活躍人口）が、豊前市という場所で自分の居場所を持ち
活躍できる場や時間（＝ハレノヒ）を実現するためのプロジェ
クト。今回、駅前・中心市街地の賑わいづくりとして、Zig-Zag
ホールの１階を交流の場、２階をテレワークやサテライトオ
フィスとして整備しました。２階のコワーキングスペースは、一
般利用もできますので、皆様のご利用をお待ちしております。

　令和５年２月１４日に、青豊高校書道部の部員
２人が市議会議員控室と市長室の書作品を掛け
替えに来られました。前身の築上中部高校時代か
らの恒例行事で、今年で２５回目となります。　
　議員控室には、中根幸来さんの作品「夢風船」
が飾られました。

「おしごとパレット」キックオフシンポジウム・
「ハレノヒ」事業実施報告会がありました！！

青豊高校書道部による「書」の掛け替え

ZigZagホールでの様子

掛け替えした「書」

　２０２３年　春！
　花は咲き、海はキラキラと輝き、山は清々しい緑に染まる素敵な季節とな
り、久しぶりの八屋・宇島・松江祇園の鐘の音に心踊ります。
　コロナ感染拡大を防止する為、マスク生活など多くの制限がありましたが、
５月８日にはインフルエンザなどと同じ「５類」に移行されます。以前のように
皆が集い笑顔いっぱいの地域コミュニティーの輪を広げましょう！
　豊前市の明るい未来を切り開く為にも市議会の役割として市民の声を市
政へ、そして県や国へ届けてまいります。
　末筆ながら皆様方の健康とご多幸をお祈りいたします。

為藤　直美

編集後記

なかね    さえら

●この広報誌は資源保護のため再生紙を使用しています。豊前市議会　豊前市大字吉木955 TEL82-8137（直通）

●編集　編集委員会
　　　　委員長：梅丸晃
　　　　副委員長：為藤直美
　　　　委員：村上勝二　 郡司掛八千代
　　　　　　　秋成英人
●印刷　築上印刷有限会社

豊前市議会

市議会の様子を知る最もよい方法です。
みなさんの傍聴をお待ちしています。
また、本会議については、インターネット中継
をしております。

議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう

12

6月です
次回の定例市議会は


